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1. はじめに  
 本稿は、ニコス・カザンザキスの少年期から 1922 年までのナショナ




2. 本稿の意義  
該当期において、カザンザキスは「貴族的ナショナリズム」に傾倒
し 3、また四章以降で述べていくように、実際にナショナリズム的な政
治活動を行った 4。また書簡でもカザンザキス本人が 1923 年までナシ
ョナリズム的な考えを持っていたこと、そして 1912 年から 22 年まで































4. カザンザキスの思想的・歴史的背景  
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4-1. 独立後のギリシアの領土拡張とその失敗  
 本節ではギリシアのナショナリズムに基づいた領土拡張の経緯を主
にテラドとパパドプロスの研究に基づきながら簡潔に説明する 9。  
 1821 年の革命に始まるギリシアの独立以降、ギリシアは領土を拡張
していく。この対外領土拡張を支えた思想としてしばしば言及される
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「マケドニア問題」を説き、それぞれの行動を行うことになる 18。  
 そして二十世紀に入り、1909 年の軍のクーデターと 1910 年の総選
挙の後、同年 11 月にヴェニゼロスが首相に任命される。1912 年 10 月
には第一次バルカン戦争が始まり、この戦争に勝利した結果ギリシア






















た 20。そして 1878 年 1 月には弁護士仲間を中心に志願兵や武器を集め
マケドニアを援助することを目的にアテネでマケドニア委員会を設立
し 21、個人的にもオリンピア地方への派兵を行う等、積極的にナショナ
リストとしての活動に参加していた 22。  
 イオンはこのステファノスの子供として 1878 年にアテネに生まれ
る。アテネ大学で法学を専攻し、1897 年には父の反対を押し切って希
土戦争に志願兵として赴くも、戦場に着いた時点で戦闘は終了し、ギ









1902 年には『小道』(Το Μονοπάτι)で作家としてデビューし、1907 年
の『殉者と英雄の血』 (Μαρτύρων  και Ηρώων αίμα)では、マケドニアを
巡る戦争の中で犠牲になったパヴロス・メラスを英雄として称えると
共に、「若者達に捧げる」から始まり、本編を通して若者達に対する覚
醒を呼びかけている 24。そして 1908 年にはカザンザキスが熱烈に支持
した『サモトラキ』(Σαμοθράκη)の中でも続けてブルガリアに対する脅
威とギリシアの統一のために生きることを若者に呼びかけ 25、そして
1914 年には『ギリシア文化』 (Ελληνικός  Πολιτισμός)等の作品を発表し
ていく。特にマケドニアに対しては、「もし私達がマケドニアを救うた
めに駆け付けるなら、マケドニアが私達を救うであろうことを諸君は
知れ」と述べ 26、マケドニアを「自由の学校」だと表現する 27。  
 1915年にはヴェニゼロスの政策に懐疑的になり、代議士に立候補し、
1916 年 1 月には雑誌「政治評論」(Πολιτική επιθεώρησις) をテッサロニ
キで開始するも、ヴェニゼロス派がテッサロニキを掌握していたこと





4-3. イオン・ドラグミスのヘレニズムとディモティキ  
 本節ではイオン・ドラグミスの文学作品等に現れる、共同体論とし
てのヘレニズム (ο Ελληνισμός)とディモティキ (民衆語 )についてテラド





































ア文化の木の幹であり 37、民衆の知恵 (Σοφία του Λαού)であった 38。だが
『ギリシア文明』において、民衆の言葉や習俗、家屋や踊りにギリシ


































5-1. ニコス・カザンザキスの動向について  
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 本節では主にジャニオ・リュストとビーンのカザンザキスに関する
伝記や先行研究を用いて彼の 1922 年までの動向を記す 42。  






























 1907 年 10 月パリに到着する。この留学期間にベルクソンとニーチ





















11 年にはウィリアム・ジェームズの『感情論』を翻訳する。  




かく語りき』そしてプラトンの作品を 5 つ翻訳している。そして 13 年
はエッカーマン、レッサン、メーテルランクの三人の作品を翻訳する。  





16 年の 2 月からオスマン帝国との戦闘で荒れ果てていた炭鉱を活用す
るために、ヨルゴス・ゾルバスと共同で鉱山開発事業に乗り出すも失
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敗。17 年 9 月より友人を訪ねスイス旅行に出発する。  






ドニアとトラキア地方に定住する支援を行い、20 年 9 月にヴェニゼロ
スの選挙での敗北により罷免されるまで同職に留まる。  
 罷免後の 20 年 9 月から 21 年 8 月まで、パリやオーストリアなどの
ヨーロッパ旅行に出かけ、クレタ島に帰郷し、政府の役職には関心を
払わなくなる。22 年 5 月にはウィーンに到着する。そしてウィーンで
病に陥るも、フロイト心理学や仏教等新しい学問の研究を始める。9 月
1 日にはベルリンに到着し、8 日の小アジアでのイズミル陥落と 11 日
の軍事クーデターの知らせを当地で耳にすることになる。  
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現代語訳 (1941)を行う等この姿勢は生涯変わらず一貫している。  
 







拝する回教徒の魂のように、東方 (Ανατολή)へ回帰する。 (中略 )私は今
や自分自身がアフリカのクレタ島の、アラビア人達の子孫であること
が分かった。神よ、私達の血が今尚生き、治めるアナトリアを旅させ













る」という最重要表現に受け継がれていく 60。  
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Les actions politiques et le nationalisme  
de Nikos Kazantzaki  
jusqu’au 1922 
 
―L’influence de Dimotiki et Ion Dragoumis― 
 
Kosuke FUKUDA 
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 (Société du Japon pour la Promotion de la Science) 
 
 
Cette thèse analyse les actions et les oeuvres nationalistes de Nikos Kazantzaki 
entre 1910 et 1922, période pendant laquelle il participait à certaines actions à caractère 
nationaliste, et propose le proto-motif (prototype) de son idée de la « Grécité », idée qu’il 
a conservée jusqu’à sa la fin de sa carrière. Kazantzaki lui-même a écrit qu’ il avait 
abandonné son  « nationalisme aristocratique » et l’idée dragoumienne (Ion Dragoumis) 
après l’échec de « Grande Idée » (Μεγάλη Ιδέα) et en effet, il s’est progressivement 
délivré de l’influence de l’idée politique de Dragoumis. Mais son influence se retrouve 
subrepticement et perdure dans ses oeuvres littéraires suivantes, notamment dans la 
perspective de sa « Grécité ». 
